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NHKスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」（2019 年 6 月 2日放送）における放

送倫理上の問題点についての調査・審議のお願い 
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京都市南区東九条松田町 28 メゾングラース京都十条 101 
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お世話になります。 

 私たちは、どんな障害があっても誰もが地域で自立して生きていける社会の実現をめざす障害者（難

病患者含む）の当事者団体です。 

 2019 年 6 月 2 日に放映されたＮＨＫスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」の内容が、私たち障害者・

難病者の生の尊厳や命を脅かすとともに、放送倫理上も問題があると感じ、以下の添付資料の通り、Ｎ

ＨＫに対して声明や質問状を提出してきました。ＮＨＫより二度回答をいただきましたが、基本的に障

害者（難病者）の尊厳を傷つけるつもりはなく、放送倫理上も問題はない、とする回答であり、議論は

平行線をたどっています。 

そのため、放送倫理・番組向上機構において、当該番組における放送倫理上の問題の有無等について、

調査・審議をしていただくよう、お願いする次第です。 

 

 添付資料及びその概要は以下の通りです。 

 

１． ＮＨＫスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」（2019 年 6 月 2 日放送）における幇助自殺報道の

問題点についての声明（2019年 6月 24日、日本自立生活センター） 

 

   …Ａ４で４ページ。ここに番組内容に対する私たちの基本的な思い、考えが書かれているので、

まずこちらをお読みいただけたらと思います。概要は以下の通りです。 

わたしたちは、今回の報道には「私たちの尊厳や生命を脅かす大きな問題点」があり、実際

に自ら点滴のコックを開いて自殺していく姿を報道した「今回の報道が、障害や難病を抱えて

生きる人たちの生の尊厳を否定し、また、今実際に「死にたい」と「生きたい」という気持ち

の間で悩んでいる当事者や家族に対して、生きる方向ではなく死ぬ方向へと背中を押してしま

うという強烈なメッセージ性をもっている」と考えます。 

その上で、以下の各々の論点について、番組報道の問題点を詳細にあげています。 

① 人工呼吸器等使用者の生の尊厳が蔑ろにされた点について 

② 長期入院している患者たちの尊厳が蔑ろにされている点について 

③ 介護殺人や尊属殺人への影響について 
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④ 自殺報道としての問題点について 

 （ＷＨＯ「自殺予防メディア関係者への手引き」に抵触しているのではないか） 

⑤ ＢＰＯ放送基準に照らした問題点について 

 （ＢＰＯ「放送基準」（46）～（56）に抵触しているのではないか） 

上記問題点を指摘した上で、「⑥再放送禁止や放送記録削除の要望、及び、どんな状況にあっ

ても生きる希望が見いだせるような番組制作のお願い」をしました。 

 

２． ＮＨＫ担当者からの回答（2019年 6月 27日） 

 

    …Ａ４で一枚のみの回答がきました。声明に指摘した問題点（特に放送基準等に該当する箇所）

にふれた回答がほとんどなかったため、ＮＨＫの見解を詳細に尋ねるため、以下の質問状を

作成しました。 

 

３． ＮＨＫスペシャル「彼女は安楽死を選んだ」（2019 年 6 月 2 日放送）に対する質問状（2019 年

6月 27 日付の貴局よりのご回答について） （2019年 7月 23日、日本自立生活センター） 

 

…主にＷＨＯ「自殺予防メディア関係者への手引き」及びＢＰＯ「放送基準」に抵触すると思

われる箇所について、項目別に詳細な質問をして、回答を求めました。 

 

４． ＮＨＫ担当者からの回答（2019年 8月 2日） 

 

      …この回答によると、ＮＨＫは医師幇助自殺について、「自殺とは単純にいえない」というスイ

スの自殺幇助団体（安楽死団体）の説明をうのみにして、「自殺に関する各種の放送基準が必ず

しもそのまま妥当するものとは考えて」おらず、したがって、「自殺予防メディア関係者への手

引き」やＢＰＯ「放送基準」を必ずしもそのまま守る必要はない、という見解をとっているよ

うです。そのため各種基準への項目別の回答はなされませんでした。 

 

５． 安藤泰至（鳥取大学）氏のコメント 

   …一連のやりとりについて、安楽死や尊厳死の識者からも意見をいただきたいと思い、『安楽死・ 

尊厳死を語る前に知っておきたいこと』などの著書もある安藤泰至鳥取大学准教授より、コメ

ントをいただきました。ＮＨＫの見解の問題点も指摘されています。 

 

 上記の添付資料に目を通していただけたら、わたしたちの主張や疑義、およびＮＨＫの見解は把握し

ていただけると思いますが、なお二、三言、付言いたします。 

 

 まず、ＮＨＫ側の、「自殺とは単純にいえない」ため、「各種の放送基準が必ずしもそのまま妥当する

ものとは考えて」いない、という点です。「自殺とは単純にいえない」というのは医師による自殺幇助を

推進、実行している民間のスイスの安楽死団体の意見です。いうまでもなく日本国内においては、今回



- 3 - 

 

の番組で報道されるような死に方は、刑法の自殺幇助罪が適用される案件です。 

スイスにおいても、自殺幇助罪の解釈によって安楽死（医師自殺幇助）の違法性が問われないかたち

がとられています。本人の意思および行動による自殺ということがここでの前提です（スイスの刑法に

は、利己的な動機から他人の自殺を幇助したものは処罰されるという条文がありますが、この条文の反

対解釈によって、利己的な動機によらなければ、自殺に関与したものが処罰されない、とみなされます。

つまり医師が利他的な動機で、あくまでも本人自ら死を望む限り、その自殺を幇助しても処罰されない

が、一方で、たとえば医師が儲け（利己的な動機）のために高い対価をもらって自殺の幇助を行ったら

処罰される、ということです）。ＮＨＫのいう「厳格な要件」というのも各民間団体の独自ルールであり、

それぞれに議論のあるところです。 

こうした状況の中で、スイスの安楽死推進団体の意見のみをもって、自殺とは単純にいえないので、

各種放送基準が必ずしもそのまま妥当するものとは考えていない、というのは、安楽死推進派に偏りす

ぎた見解であり、公共放送としては不適切です。 

 そしてＮＨＫの見解にあるように、安楽死（幇助自殺）が「世間一般にいう「自殺」とは大きく異な

る部分があるため、自殺に関する各種の放送基準が必ずしもそのまま妥当するものとは考えておりませ

ん」という言い分が通るならば、今後各メディアは、「幇助自殺」という言葉を「安楽死」という言葉に

言い換えることにより、安楽死報道はフリーハンドで、自殺に関する各種放送基準等は無視してよい、

ということになり、きわめて大きな問題を残すことになります。 

 

 また、ＮＨＫの回答では、「番組に安楽死を推奨するような意図は全くありません」とあります。しか

しながら、「ＮＨＫ月刊みなさまの声 2019年 6月」によれば、「安楽死を受け入れているスイスの団体の

連絡先などを教えてほしい」（60 代女性）など、「スイスの民間の安楽死団体についての問い合わせ」が

59 件あったとのことです。もちろんＮＨＫがこの質問に答えて安楽死団体の連絡先を伝えていることな

どはないと思いますが、番組の教唆によって、少なくとも 59名の方（潜在的にはより多いでしょう）が

実際に安楽死（幇助自殺）を検討する行動に移っているのです。たとえ番組制作者の意図としては安楽

死（幇助自殺）を推奨するつもりがなくとも、番組内容がこのような結果をもたらしていることはきわ

めて深刻な問題ではないでしょうか。 

 

 細かな点ですが、番組中の証言の改ざんと思われる点も二か所指摘しておきます。 

 安楽死された方は、四人姉妹の 3 番目で、末っ子の妹は安楽死に反対だったそうです。その妹のメッ

セージはこのように書かれていました。 

 「鎧を脱いで、人の助けを得ながら生きてほしい」 

 しかし、ＮＨＫのナレーションは「人」の助けの箇所を、「『家族』の助けを得ながら生きてほしい」

と読み替えていました。「人の助け」という場合、通常は家族だけでなく社会的な支援も含めての援助の

ことを言うと思いますが、ナレーションは「家族」に限定させていました。社会的支援の観点が番組の

中にまったくないことは、声明や質問状でも書きましたが、本人と家族のみの物語に収めようとする番

組の意図がここにも見え隠れします。 

 また、スイスで医師による安楽死可否の判定をまっているときのお姉さんの語りの場面です。安楽死

不可と判定されたら、日本に帰らないといけないわけですが、 
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 「帰された場合のことを考えると、それもまた不安で、その後がほんとに、また地獄がはじまるのか

なって。」 

 と姉が語ります。お姉さんも自殺企図のある妹との暮らしには本当に苦しみを抱いていたと思うので、

当然この場合「地獄」というのは本人と姉含めての「地獄」と思われますが、番組の字幕では、「（本人

の）地獄がはじまるのかな」とわざわざ「（本人の）」という限定をつけていました。幇助自殺はあくま

で本人の意思によるもので、家族介護の地獄のような苦しみから逃れるためではない、という配慮から

の言葉からかもしれませんが、背景にあったはずの家族介護の苦しみ（＝社会的支援の不足）はこの付

け足しの言葉でぼやかされています。 

 

 なお、今回のＮＨＫスペシャルについては、医師や障害者、患者、家族などからも、疑義が呈されて

います。以下のものなども参考にしていただけたらと思います。 

 

「緩和ケアがあれば、安楽死はいらない―現実の病人は、安楽死を求めていない。」（BuzzFeed News 

2019/07/18 新城拓也） 

https://www.buzzfeed.com/jp/takuyashinjo/euthanasia-vs-palliativecare 

 

「彼女は安楽死を選ぶしかなかったのか NHKスペシャルとふつうの難病生活」（講談社のサイト記事 

2019.06.22 川口 有美子） 

https://gendai.ismedia.jp/articles/-/65395 

 

NHK スペシャル「彼女は安楽死を選んだ」に関する声明（ 2019年 6 月 23 日 全国「精神病」者集団） 

https://jngmdp.net/2019/06/23/20190623/ 

 

 

 わたしたち障害者・難病者の生と死についての今回のＮＨＫスペシャルのような取り上げ方は、きわ

めて危険です。相模原障害者殺傷事件を例にあげるまでもなく、わたしたちは常に「死んだほうがいい

のに」というメッセージに囲まれており、わたしたちの中には潜在的に希死念慮を抱えている者が数多

くいます。社会的支援を活用して生きる道があることを知らせることなく、障害や難病のある生を否定

して死を選ぶ道があることを私たちや家族にわかりやすく知らせることは、わたしたちを「死」へと着

実に誘導することにつながります。そうした点への配慮のない番組が今後制作されることがないよう、

丁寧な調査と審議をお願いしたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

  

 

 


